
－３１－ 

第６学年国語科学習指導案 

日 時 平成２９年１１月８日（水）６校時 

児 童 男子 名 女子 名 計 名 

授業者  

 

１ 単元名 筆者のものの見方をとらえ，自分の考えをまとめよう 

教材名 「『鳥獣戯画』を読む」他 絵と鑑賞文がかかれた図書 

 

２ 言語活動とその特徴 

本単元では，絵と文章（鑑賞文(1)）とを対照しながら読み，筆者のものの見方をとらえたうえで，

自分のものの見方をまとめる言語活動を行う。この言語活動を通して，児童は絵と鑑賞文とを照らし

合せながら読み，筆者が「何の・どこを」「どのように感じ」，それをどんな言葉で表現しているのか

を読み取ることができる。そして，筆者と自分のものの見方や感じ方を比較して，共通点や相違点に

着目しながら，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。 

注 

(1) 芸術作品などを見たり聞いたり読んだりして，それが表現しようとするところをつかみとり，そ

のよさを味わい，それを文章にまとめたもの。             （教師自作の文例） 

【
自
分
の
考
え
】 

 

二
人
の
と
ら
え
方
の
似
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
中
央
の
人
を
「
ミ
イ
ラ
」
や
「
ど
く
ろ
」
と
い
う
ふ
う
に
、

死
ん
で
い
る
者
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
中
央
の
人
が
「
恐
怖
」
や
「
孤
独
」
を

感
じ
て
い
る
と
と
ら
え
て
い
る
点
も
似
て
い
ま
す
。
と
ら
え
方
の
違
う
と
こ
ろ
は
、
マ
リ
ー
の
方
は
、「
血

の
よ
う
に
赤
い
流
れ
が
空
に
あ
ふ
れ
る
。」
と
、
空
の
様
子
だ
け
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
ヘ
ザ
ー
は

「
水
と
空
を
波
立
て
て
い
る
」
と
、
水
の
様
子
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
こ
ろ
で
す
。 

ぼ
く
は
、
中
央
の
人
は
、
不
安
に
お
そ
わ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
目
の
前
で
何
か
悲
し
い
出
来
事
が
実

際
に
起
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
後
ろ
に
描
か
れ
て
い
る
海
に
、
友
達
が
落
ち
て

し
ま
っ
た
な
ど
で
す
。 

【
作
者
】 

エ
ド
ワ
ル
ド
・
ム
ン
ク 

【
題
名
】 

 
 

「
叫
び
」 

 

筆
者
の
も
の
の
見
方
を
と
ら
え
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う 

名
前 

○
○ 

○
○ 

【
鑑
賞
文
の
筆
者
】
ヘ
ザ
ー
・
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー 

 

え
が
か
れ
て
い
る
の
は
、
ど
く
ろ
の
よ
う
な
顔
の
孤
独
な
男
性
。

恐
怖
に
か
ら
れ
て
口
を
大
き
く
あ
け
、
両
手
で
頭
を
か
か
え
て
い

る
。
こ
の
男
性
は
ム
ン
ク
自
身
と
思
わ
れ
る
。
ム
ン
ク
の
日
記
に
よ

る
と
、
こ
の
絵
の
イ
メ
ー
ジ
が
頭
に
う
か
ん
だ
の
は
、
日
暮
れ
時
に

友
人
ふ
た
り
と
歩
い
て
い
て
、
ふ
と
手
す
り
に
よ
り
か
か
っ
た
と
き

だ
っ
た
。
ム
ン
ク
は
と
つ
ぜ
ん
、
不
安
に
お
そ
わ
れ
た
。
そ
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
自
然
を
つ
ら
ぬ
く
よ
う
な
叫
び
を
聞
い
た
と
い
う
。
そ
の

と
き
感
じ
た
恐
怖
の
衝
撃
波
が
、
水
と
空
を
波
だ
て
て
い
る
の
が
わ

か
る
。 

【
鑑
賞
文
の
筆
者
】
マ
リ
ー
・
セ
リ
エ 

 

ミ
イ
ラ
の
よ
う
な
顔
を
し
た
人
。
開
い
た
口
か
ら
出
た
叫
び
が
あ

た
り
一
面
に
広
が
っ
た
。
血
の
よ
う
に
赤
い
流
れ
が
空
に
あ
ふ
れ

る
。
絵
は
も
ち
ろ
ん
何
か
叫
ん
だ
り
し
な
い
。
け
れ
ど
、
本
当
に
叫

び
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
感
じ
。
が
ま
ん
で
き
な
い
よ
う
な
叫

び
。
ま
じ
り
け
の
な
い
恐
怖
。
ま
っ
た
く
の
孤
独
。 

 

エ
ド
ワ
ル
ド
・
ム
ン
ク
は
、
胸
を
し
め
つ
け
る
ほ
ど
の
不
安
感
を

表
現
し
た
か
っ
た
の
だ
と
語
っ
て
い
る
。
友
人
ふ
た
り
と
な
に
げ
な

く
橋
の
上
を
散
歩
し
て
い
た
と
き
に
、
突
然
、
こ
の
不
安
に
お
そ
わ

れ
た
そ
う
だ
。 

筆
者
の
見
方
・感
じ
方 

※
参
考
図
書
よ
り
引
用 

作
者
・題
名
・作
品 

自
分
の
考
え 



－３２－ 

児童は，第三次において，以下の作品・鑑賞文から一つ選んで，筆者のものの見方をとらえ，自分

の考えをまとめていく。 

記号 Ａ Ｂ 

作品 

  

題名 農民の婚宴 富嶽三十六景より神奈川沖浪裏 

作者 ブリューゲル 葛飾北斎 

鑑賞文の筆者 アマンダ・レンショー ヘザー・アレグザンダー 井上涼 

参考図書 子どものためのアートブック 子どものための美術史 びじゅチューン！ 

発行所 ファイドン 西村書店 小学館 

記号 Ｃ Ｄ 

作品 

  

題名 夏の顔 泣く女 

作者 ジュゼッペ ピカソ 

鑑賞文の筆者 マリー・セリエ アマンダ・レンショー アマンダ・レンショー マリー・セリエ 

参考図書 
見てごらん！名画

だよ 

子どものためのア

ートブック 

子どものためのア

ートブック 

見てごらん！名画

だよ 

発行所 西村書店 ファイドン ファイドン 西村書店 

（参考図書） 

・リチャード・シュラッグマン（２００６）『子どものためのアートブック その一』（株）ファイドン 

・ヘザー・アレグザンダー（２０１７）『子どものための美術史 世界の偉大な絵画と彫刻』西村書店 

・マリー・セリエ（２００７）『観てごらん！名画だよ』西村書店 

・井上涼（２０１６）『びじゅチューン！ＤＶＤ ＢＯＯＫ』（株）小学館 

 

３ 単元について 

（１） 児童について 

児童は，５年「生き物は円柱形」，６年「時計の時間と心の時間」などの説明的な文章の学習に

おいて，文章の要旨をとらえたり，知識や経験と関連付けながら自分の考えを広げたり深めたりす

ることができてきた。しかし，筆者が，どのような感想や意見，判断や主張などを行っているのか

ということを，叙述を基に的確に押さえることが難しく，「確かに読む力」を高める必要がある。

また，今年度の全国学力・学習状況調査の結果から，複数の資料を読み，比較や分類をしたり，関

係付けたりする力の低さが示され，複数の資料を読む場面を意図的に設定する必要がある。 

 

（２） 単元構想及び教材について 

本単元は，絵と鑑賞文とを照らし合わせながら，事実と感想，意見などとの関係を押さえ，自分

の考えを明確しながら読んだり，友達との交流を通して自分の考えを広げたり深めたりすることが

できる。ただ，これまでに学習してきた説明的な文章は，実体験や科学的な事象を根拠として主張

するものが多く，本単元で扱う教材文は，筆者の「ものの見方」ということで，個人の感性による

ところが大きく，根拠も具体と抽象が入り混じってくるので，筆者の価値判断が表れている表現に



着目しながら読み進めていく必要がある。 

第一次の１時では，共通学習材「『鳥獣戯画』を読む」の筆者である高畑勲氏のプロフィールや

作品を紹介し，筆者や文章に興味をもたせ，学習意欲を高めさせる。また，第三次で扱う図書資料

を紹介して並行読書を促したり，単元のゴールである学習シートを提示して本単元で身に付けたい

力を授業者と児童とが共有したりする。そして，学活の時間を利用して，筆者が監督・脚本である

「平成狸合戦ぽんぽこ」（１９９４年）を視聴し，筆者の世界観に浸り，筆者のものの見方をとら

えるときの参考にさせる。第二次では，共通学習材「『鳥獣戯画』を読む」を読み，筆者のものの

見方をとらえる時間と，自分の考えをまとめる時間とに分け，学習のねらいを明確にしながら授業

を進める。第三次では，並行読書をしてきた図書の中から，自分が興味をもったものを選ぶ。そし

て，第二次で身に付けた力を生かして，絵と鑑賞文とを照らし合わせながら，筆者のものの見方を

とらえ，自分の考えをまとめる。なお，本単元で学んだことは，次教材「この絵，私はこう見る」

（書くこと）で生かすことができる。 

 

（３） 指導について 

「確かに読む力」を高めるために，３つの点を意識して指導にあたる。一つ目は，鑑賞文の読む

視点を「何の・どこを」「どのように感じたか」の２つにして読み取らせる。二つ目は，ペアやグ

ループ学習を取り入れ，理由や根拠を明確にしながら考えを交流することで，自分の考えを広げた

り深めたりさせる。三つ目は，第三次で，共通学習材以外の資料から，複数の鑑賞文や作品を扱う

ことで，複数の資料を読んで比較や分類をしたり関係付けたりする力や，身に付けた力を活用する

力の向上を目指す。 

 

４ 単元の指導目標 

○ 目的に応じ，内容や要旨をとらえ，自分の考えを明確にしながら本や文章を読もうとしている。 

［国語への関心・意欲・態度］ 

◎ 目的に応じて，事実と感想，意見などとの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読むこ

とができる。 

［読むことウ］ 

○ 本や文章を読んで考えたことを発表し合い，自分の考えを広げたり深めたりすることができる。 

［読むことオ］ 

○ 文章の中での語句と語句との関係を理解することができる。 

［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ（オ）］ 

 

５ 単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての知識・理解・技能 

・筆者のものの見方をとら

えるために，事実と感想，

意見などの関係を押さ

え，自分の考えを明確に

しながら鑑賞文を読もう

としている。 

・筆者のものの見方をとらえるため

に，絵のどの部分を取り上げ，何

に着目し，どう評価しているのか

を読み取り，自分の考えを明確に

しながら読んでいる。（ウ） 

・鑑賞文を読んで，自分と筆者のも 

のの見方の共通点や相違点など

について発表し合い，自分の考え

を広げたり深めたりしている。

（オ） 

・文末表現や助詞の使い方など，

語句に着目して読み，語句と語

句との関係を理解している。 

（イ(オ)） 

－３３－ 



－３５－ 

７ 本時の指導（７／８） 

（１） 本時の目標 

筆者が，絵を見て「何の・どこを」「どのように感じたか」を，絵と文章を照らし合わせながら

読み，筆者のものの見方をとらえることができる。             （読むことウ） 

（２） 本時の指導にあたって 

視点１ 「発問・指示」…絵と文章を照らし合わせながら，筆者が「何の・どこを」「どのよう

に感じたか」に着目して読み取らせる。 

視点２ 「振り返り」…「何の・どこを」「どのように感じたか」に着目して読むと筆者のもの

の見方をとらえることができること（学習方法・学び方）や，筆者のも

のの見方（学習内容）や，次時で筆者のものの見方について自分の考え

をまとめることへの意欲の高まり（学習意欲）のいずれかを書かせる。 

（３） 本時の展開 

時間 主な学習活動 主な発問（主◎，補助○）指示（・） 指導上の留意点（・） 評価（◇） 

３ １ 本時の課題を確認する。 ・自分が選んだ絵と鑑賞文から,筆

者のものの見方を読み取ります。 

◎筆者のものの見方をとらえるた

めには，どんな「読み取りのポイ

ント」がありましたか。 

・課題を確認します。 

・第二次で学んできた「読み取

りのポイント」を提示して，

筆者が「何の・どこを」「ど

のように感じたか」に着目し

て読み取ることを確認させ

る。 

 絵と文章を照らし合わせながら，「何の・どこを」「どのように感じたか」を読むことで，

筆者のものの見方をとらえよう。 

 

   

１０ 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 筆者が「何の・どこを」

「どのように感じたか」を

読み取る。（一人学び） 

 

 

３ 交流する。（グループ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・絵と文章を照らし合わせながら，

筆者が,「何の・どこを」「どのよ

うに感じたか」に着目して，サイ

ドラインを引いたり，絵を丸で囲

んだりしましょう。 

・読み取ったことをグループで交流

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文章に色分けしながらサイド

ラインを引かせたり，絵の部

分に丸で囲ませたりするこ

とで，絵と文章を照らし合わ

せて，観点に沿って読み取ら

せる。 

「何の・どこを」…赤ペン 

「どのように感じたか」…青ペン 

◇［読ウ］筆者が，絵のどの

部分を取り上げ，何に着目

し，絵をどう評価している

かについて，絵と鑑賞文を

対照させながら読み取る

ことができる。 

【配慮の必要な児童への支援】 

・３つの観点を同時に読み取

ることが難しい児童には，

まず，「何を・どこを」に

あたる部分から読み取ら

せる。 

 

 

【交流】 

ねらい…筆者が「何の・どこを」「どのように感じたか」について，読み

取ったことを絵と照らし合わせながら発表し，一つの考えに

まとめながら，筆者のものの見方をとらえる。 

形 態…グループ（４人程度） 

進め方…一人ずつ発表し， 一つの考えにまとめる。 

＜「農民の婚宴」（ブリューゲル）の場合＞ 

Ｃ１：鑑賞文のこの文章から（文章を指差しながら），筆者が，花嫁

の表情を「ほほえんでいる」ととらえていることが分かります。

絵も（絵を指差しながら），花嫁の口や目が笑っているように

描かれています。 

Ｃ２：私も同じです。あと，鑑賞文のこの文章から（文章を指差しな

がら），筆者が，農民の服装を見て，「寒い季節」ととらえてい

ることが分かります。絵も（絵を指差しながら），農民たちが，

みんな，頭にぼうしや，スカーフをかぶっています。 

広げ方…全体の学び合いで，リーダーが発表する。 



－３６－ 

５ 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

８ 

４ 読み取りの一例を知る。 

 

 

５ 発表し合う。（全体） 

※各グループ３分程度 

 

 

 

 

６ 本時を振り返る。 

（１）振り返りをまとめる。 

（２）振り返りを交流する。 

 

・先生と自分達の読み取ったことを

比べてみましょう。 

 

・各グループで読み取ったことを発

表してもらいます。 

・発表するときには，筆者のものの

見方が分かる文を示したり，絵の

部分を指差したりしましょう。 

 

◎次の観点に沿って振り返りをし

ましょう。 

【どう学んだのか（方法）】 

・「何の・どこを」「どのように感じ

たか」に着目して読むと，筆者の

ものの見方をとらえることがで

きることのよさ 

【何を学んだか（内容）】 

・筆者のものの見方についての感想 

【次，頑張りたいこと（意欲・活用）】 

・筆者のものの見方について，自分

の考えをまとめることへの意欲

の高まり 

・プリントを配付し，読み取り

の一例を紹介し，自分達の読

み取ったことと比べる。 

・第１次から，４種類の絵や鑑

賞文を並行読書させること

で，他のグループの発表も興

味をもって聞くことができ

るようにさせる。 

 

・振り返りの観点を３つ提示

し，いずれかについて書かせ

る。 

 

 

８ 板書計画 

筆
者
の
も
の
の
見
方
を
と
ら
え
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
よ
う 

『
鳥
獣
戯
画
』
を
読
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
畑 

勲 

   

○一 

    

【
思
い
出
そ
う
】 

           

○学 

Ａ
グ
ル
ー
プ
→
Ｂ
グ
ル
ー
プ
→
Ｃ
グ
ル
ー
プ
→
Ｄ
グ
ル
ー
プ 

○ま 

（
学
習
シ
ー
ト
の
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
書
き
込
み
を
も
っ
て
ま
と
め
と
す
る
。） 

○ふ 【
ど
う
学
ん
だ
か
（
方
法
）】
…
読
み
取
り
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て 

【
何
を
学
ん
だ
か
（
内
容
）】
…
筆
者
の
見
方
に
つ
い
て 

【
次
、
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
（
意
欲
・
活
用
）】
…
次
の
学
習
に
つ
い
て 

 

（
教
科
書

行
目
）
も
う
少
し
く
わ
し
く
絵
を
見

て
み
よ
う
。
ま
ず
、
○赤
兎
を
投
げ
飛
ば
し
た
蛙
の
口
か

ら
線
が
出
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
か
な
。
い
っ
た
い

こ
れ
は
な
ん
だ
ろ
う
。
け
む
り
か
な
、
そ
れ
と
も
息
か

な
。
ポ
ー
ズ
だ
け
で
な
く
、
目
と
口
の
描
き
方
で
、
蛙

の
絵
に
は
、
投
げ
飛
ば
し
た
と
た
ん
の
○青
激
し
い
気
合

が
こ
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
ね
。
そ
う
、
き
っ
と
、

こ
れ
は
、「
え
え
い
！
」
と
か
、「
ゲ
ロ
ロ
ッ
」
と
か
、

気
合
い
の
声
な
の
で
は
な
い
か
。
ま
る
で
、
漫
画
の
ふ

き
出
し
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
昔
か
ら
や
っ
て
い
る

の
だ
。 

○課
絵
と
文
章
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、「
何
の
・
ど
こ
を
」「
ど
の
よ
う
に
感

じ
た
か
」
を
読
む
こ
と
で
、
筆
者
の
も
の
の
見
方
を
と
ら
え
よ
う
。 

【
読
み
取
り
ポ
イ
ン
ト
】 

① 

「
何
の
・
ど
こ
を
」
…
赤
ペ
ン 

② 

「
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か
」
…
青
ペ
ン 

・
口
か
ら
出

て
い
る
線 

・
気
合
い
が

こ
も
っ
て

い
る 

 



 



－３４－ 

６ 単元の指導計画（全８時間扱い） 

【指導目標】 

○筆者のものの見方をとらえるた

めに，事実と感想，意見などの関

係を押さえ，自分の考えを明確に

しながら鑑賞文を読もうとして

いる。 

［国語への関心・意欲・態度］ 

◎筆者のものの見方をとらえるた

めに，絵のどの部分を取り上げ，

何に着目し，どう評価しているの

かを読み取り，自分の考えを明確

にしながら読んでいる。 

［読むこと(1)ウ］ 

○鑑賞文を読んで，自分と筆者のも

のの見方の共通点や相違点など

について発表し合い，自分の考え

を広げたり深めたりしている。 

［読むこと(1)オ］ 

○文末表現や助詞の使い方など，語

句に着目して読み，語句と語句と

の関係を理解している。 

［伝国(1)イ（オ）］ 

展 開 
第１次 単元の導入 第２次 単元の展開 第３次 単元のまとめ 

１ ２ ３・４ ５ ６ ７ 本時 ８ 

目標 

［指導事項］ 

 筆者について知ったり，絵を最初に見た自分の感じ

方と文章を比べて読んだりして，筆者のものの見方に

対して関心をもとうとしている。 

［関心・意欲・態度］ 

筆者が，絵の描き方や

絵巻物について，どんな

感じ方や評価をしている

か，絵と文章を照らし合

わせながら読み取ること

ができる。 

［読（１）ウ］ 

 『鳥獣戯画』の絵に

ついて，自分の考えを

まとめて発表し合い，

考えを広げたり深め

たりすることができ

る。 

［読（１）ウ・オ］ 

 考えを効果的に伝

えるための表現や構

成について考えるこ

とができる。 

［伝国(1)イ（オ）］ 

筆者が，絵の描き方

について，どんな感じ

方や評価をしている

か，絵と文章を照らし

合わせながら読み取る

ことができる。 

［読（１）ウ］ 

自分が選んだ絵や

鑑賞文について，自

分の考えをまとめて

発表し合い，考えを

広げたり深めたりす

ることができる。 

［読（１）ウ・オ］ 

学習課題 

 高畑勲さんや『鳥獣戯画』に

ついて知り，学習の見通しをも

とう。 

 「『鳥獣戯画』を読む」

を読み，感想を書いて，

筆者のものの見方に興

味をもとう。 

絵と文章を照らし合

わせながら，「何の・ど

こを」「どのように感じ

たか」を読むことで，筆

者のものの見方をとら

えよう。 

筆者と自分のもの

の見方を比べ，自分

が考えたことを友達

に伝え，考えを深め

たり広げたりしよ

う。 

筆者が，自分のも

のの見方を読者に伝

えるために，表現や

構成で工夫している

ことを見つけよう。 

絵と文章を照らし合

わせながら，「何の・ど

こを」「どのように感じ

たか」を読むことで，

筆者のものの見方をと

らえよう。 

筆者と自分のも

のの見方を比べ，自

分が考えたことを

友達に伝え，考えを

深めたり広げたり

しよう。 

本 

時 

の 

展 

開 

（ 

主 

な 

発 

問 

・ 

指 

示 

） 

 

１ （「平成狸合戦ぽんぽこ」

等のポスターを見せながら）

これらの作品を知っていま

すか。 

２ この作品を作った高畑勲

さんが，今日から学習する

「『鳥獣戯画』を読む」の筆

者です。 

３ 課題を確認します。 

４ 高畑勲さんや「鳥獣戯画」

について紹介します。（説明） 

５ （教科書Ｐ１３７の挿絵を

見せながら）この絵を見てく

ださい。 

６ この絵を見て，気づいたり

感じたりしたことを学習シ

ートに書きましょう。 

１ 前回は，高畑さんや

「鳥獣戯画」について

紹介しました。 

２ 課題を確認します。 

３ 先生が「『鳥獣戯画』

を読む」を読むので，

筆者が，この絵を，

どのように感じてい

るかに注意しながら

聞きましょう。 

４ 感想を学習シート

に書きましょう。 

１ 『鳥獣戯画』の挿絵

と文章から，筆者のも

のの見方を読み取りま

す。 

２ 課題を確認します。 

３ 絵と文章を照らし合

わせながら，「何の・ど

こを」「どのように感じ

たか」に着目して，サ

イドラインを引いた

り，絵を丸で囲んだり

しましょう。（一人学

び） 

４ 読み取ったことをグ

ループで交流しましょ

う。 

１ 高畑勲さんと自

分のものの見方を

比べます。 

２ 課題を確認しま

す。 

３ 高畑勲さんと自

分のものの見方の

共通点や相違点を

見つけて，自分の 

考えをまとめまし

ょう。 

４ 自分の考えをグ

ループで交流しま

しょう。 

１ 筆者が，自分のも

のの見方を読者に

伝えるために，表現

や構成で工夫して

いることがありま

す。 

２ 課題を確認しま

す。 

３ 「書き出しの工

夫」「文末の工夫」

「絵の出し方」「絵

巻物の説明に，漫画

やアニメを出した

理由」「その他の工

夫」について，見つ

けよう。 

１ 自分が選んだ絵と

鑑賞文から，筆者の

ものの見方を読み取

ります。 

２ 課題を確認しま

す。 

３ 絵と文章を照らし

合わせながら，「何

の・どこを」「どのよ

うに感じたか」に着

目して，サイドライ

ンを引いたり，絵を

丸で囲んだりしまし

ょう。（一人学び） 

４ 読み取ったことを

グループで交流しま

しょう。 

１ 筆者と自分のも

のの見方を比べま

す。 

２ 課題を確認しま

す。 

３ 筆者と自分のも

のの見方の共通点

や相違点を見つけ

て，自分の考えを

まとめましょう。 

４ 自分の考えをグ

ループで交流しま

しょう。 

【指導方法の工夫】 

焦点化 

○学習場面ごとに読み取る範囲を

限定し，思考が分散しないように

させる。 

○筆者が，「誰の」（兎・蛙），「どこ

を」（形，大きさ，色，格好），「ど

のように感じたか」（評価），と視

点を明確にして読み取らせる。 

視覚化 

○絵と鑑賞文を掲示することで，照

らし合わせて読みやすくさせる。 

○板書と学習シートの構成をそろ

え，書きやすくさせる。 

交流 

○考えを発表し合い，見方や感じ方

の共通点や相違点を明らかにし，

自分の考えを広げたり深めたり

させる。 

〈
形
態
〉 

交
流
の
ね
ら
い 

教科書Ｐ１３７の挿絵を見

て，気づいたり感じたりしたこ

とを自由に発表し，人によって

見方や感じ方が違うことに気

づく。 

＜グループ＞ 

感想を交流し，友達

が，筆者の見方や感じ

方を，どうとらえてい

るのかを知る。 

＜グループ＞ 

高畑勲さんが「何の・

どこを」「どのように感じ

たか」について，読み取

ったことを絵と照らし合

わせながら発表し，一つ

の考えにまとめる。 

＜グループ＞ 

 高畑勲さんと自分

のものの見方の共通

点や相違点を発表し，

人によって見方や感

じ方が違うことに気

づく。 

＜グループ＞ 

 表現や構成の工夫

について，見つけたこ

とを発表する。 

＜グループ＞ 

筆者が「何の・どこ

を」「どのように感じた

か」について，読み取

ったことを絵と照らし

合わせながら発表し，

一つの考えにまとめ

る。 

＜グループ＞ 

 筆者と自分のもの

の見方の共通点や相

違点を発表し，人に

よって見方や感じ方

が違うことに気づ

く。 

＜グループ＞ 

 

７（図書資料から複数の絵を

見せながら）単元の後半で，

これらの絵の中から一つ選

び，その絵の鑑賞文を読み

ます。そして，筆者のもの

の見方をとらえ，自分の考

えをまとめて発表し合いま

す。今からどの絵を選ぶの

か考えておいてください。 

８ 振り返りをします。「振り

返りの３つの視点」（「どう

学んだか」「何を学んだか」

「次，がんばりたいこと」）

について書きましょう。 

９ 次に学習することを確認

します。 

５ 筆者が，兎や蛙を

どうとらえているの

か，詳しく読み取り

たくなってきました

ね。 

６  振り返りをしま

す。 

※「振り返りの３つの

視点」について 

７ 振り返りを交流し

ます。 

８ 次に学習すること

を確認します。 

５ 先生と自分達の読み

取ったことを比べてみ

ましょう。 

６ 各グループで読み取

ったことを発表しても

らいます。 

７ 振り返りをします。 

※「振り返りの３つの視

点」について 

８ 振り返りを交流しま

す。 

９ 次に学習することを

確認します。 

５ まとめます。友達

の発表を聞いて，同

じような見方をし

ていたり，違う考え

をしたりするとこ

ろについて書きま

しょう。 

６  振り返りをしま

す。 

※「振り返りの３つの

視点」について 

７  振り返りを交流

します。 

８  次に学習するこ

とを確認します。 

５ 表現や構成の工

夫で見つけたこと

を発表しましょう。 

６ 実は，他にもこん

な工夫があります。 

※児童から出なかっ

た場合 

７ 振り返りをしま

す。 

※「振り返りの３つの

視点」について 

８ 振り返りを交流

します。 

９ 次に学習するこ

とを確認します。 

５ 先生と自分達の読

み取ったことを比べ

てみましょう。 

６ 各グループで読み

取ったことを発表し

てもらいます。 

７  振り返りをしま

す。 

※「振り返りの３つの

視点」について 

８ 振り返りを交流し

ます。 

９ 次に学習すること

を確認します。 

５ まとめます。友

達の発表を聞い

て，同じような見

方をしていたり，

違う考えをしたり

するところについ

て書きましょう。 

６ 振り返りをしま

す。 

※「振り返りの３つ

の視点」について 

７ 振り返りを交流

します。 

（単元を貫く言語活動） 

絵と文章とを対照しながら読み，

筆者のものの見方を捉えたうえで，

自分のものの見方をまとめる。 

※参考［読 言語活動例（イ）］ 

【図書利用】 

・『子どものためのアートブック』
（ファイドン：アマンダ・レンショー） 

・『見てごらん！名画だよ』 

（西村書店：マリー・セリエ） 

・『子どものための美術史』 

（西村書店：アレグザンダー） 

・『びじゅチューン！ＤＶＤ ＢＯＯ

Ｋ』（小学館：井上涼） 
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